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く
ぼ
た
之
喜

ゆ

き

よ

し

さ
ん
っ
て
ど
ん
な
人 

   

「
窪
田
さ
ん
は
ど
ん
な
人
な
の
か
」
。
こ
ん
な
問
い
合
わ
せ
が

私
の
事
務
所
に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
対
話
で
も

「
行
政
手
腕
が
期
待
で
き
る
人
を
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
私

が
見
た
「
人
間
く
ぼ
た
」
像
を
お
伝
え
し
ま
す
。
〈
中
野
あ
き
と
〉 

憲
法
に
学
び
、
地
方
自
治
に
こ
だ
わ
っ
た
生
き
方 

 

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
北
欧
の
す
す
ん
だ
福
祉
の
国
々
を
視
察
し
て

き
た
窪
田
さ
ん
は
、
よ
く
「
憲
法
二
五
条
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を

ち
ゃ
ん
と
や
る
こ
と
が
大
事
」
と
語
り
ま
す
。
市
の
「
憲
法
記
念
行

事
」
日
野
市
民
自
治
研
究
会
で
の
活
動
を
続
け
、
住
民
運
動
や
「
市

民
自
治
」
に
こ
だ
わ
り
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。 

正
義
感
・
市
民
派
弁
護
士 

 

弁
護
士
へ
の
道
の
き
っ
か
け
は
、
故
郷
静
岡
の
製
紙
工
場
の
公

害
問
題
や
水
俣
病
事
件
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
。
二
九
年
間
、
社
会

正
義
に
こ
だ
わ
り
、
庶
民
に
よ
り
そ
う
市
民
派
弁
護
士
と
し
て
活
動
。

市
内
に
事
務
所
を
置
き
、
私
も
し
ば
し
ば
法
的
な
相
談
に
の
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。 

実
行
力
の
人
・
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決 

 

全
国
的
に
も
最
大
規
模
の
病
院
倒
産
（
負
債
二
三
〇
億
）
に
弁
護

士
と
し
て
か
か
わ
り
、
病
院
職
員
、
多
く
の
患
者
さ
ん
達
と
力
を
合

わ
せ
、
「
破
産
」
で
は
な
く
「
再
建
」
を
実
現
。
と
も
に
関
わ
っ
た

弁
護
士
は
、
「
人
間
の
可
能
性
を
信
じ
、
皆
の
力
を
大
切
に
す
る
人
」

と
語
り
、
病
院
関
係
者
は
「
熱
く
て
優
し
い
実
行
力
の
人
」
と
評
し

ま
す
。
行
政
手
腕
つ
い
て
も
、
充
分
信
頼
で
き
る
人
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す 

☎ ５９１－７３７６ 
ａｋｉｔｏ.ｎ＠ｍ３.   
  ｄｉｏｎ.ｎｅ.ｊｐ 

 2 期 8 年の馬場市政をどうみるのか。市長の任期も終わりに近づき４月には市長

選も行なわれます。いま私は議員活動を行ないながら、多くの市民、団体の方々か

らなる『市民の会』のお手伝いもさせて頂いております。 

 紙面の制約でごく概略ではありますが、私どもの見た馬場市政について、ここに

まとめてみました。なお、くぼた之喜さんの市政に対する提言や「市民の会」の政

策は、ご家庭に配布されるビラなどをご覧下さい。      中野あきと 

 馬場市長が掲げているスローガン

には保育園の「待機児ゼロ」「子育

て不安ゼロ」があります。 

 でも、これまでの施策を振り返っ

てみると、保育園の園児に関わる経

費のカットや学童クラブなどでの詰

め込み保育、公立幼稚園の廃園など、

「行革」のしわよせの主なものは子

どもと教育にむけられています。手

法も実情を見ない一律カットで、園

児の給食の献立にも支障がでるなど

の問題も発生しました。 

 

 「南部の病院用地」の売却を市民

が知ったのは、まったく突然のこと

でした。開発業者の選定、計画づく

りは「コンペ」方式と称しながら、

完全な非公開。これがその後市内に

おきる大型マンション建設の引き金

にもなっています。 

 高幡不動駅の駅舎建て替えでも、

大枠は京王との密室協議で決定し、

商店街、利用者への説明は後回し。

総合体育館計画は市民より、まず企

業に相談という姿勢です。 

 環境に優しい市政というが 

 これまで日野市は「緑と清流」のま

ちづくりをすすめてきました。住民の

同意なき開発は認めない『指導要綱』

もあります。ところがここ数年、ルール

もおかまいなしの、大型高層マンショ

ンが計画され、住環境悪化が大きな

問題となっています。 

 わずか３名の同意で建設が容認さ

れたり、市が決めた「マスタープラン」

も棚上げされ、「これ以上指導は困難」

と投げ出したりされています。まちづく

り問題は市政の緊急の課題です。 

します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清
算
金
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
基

準
の
紹
介
、
不
当
な
権
利
侵
害
へ

の
対
応
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築

規
制
の
今
後
の
展
望
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

 
な
お
、
弁
護
士
で
市
長
選
予
定

候
補
の
く
ぼ
た
弁
護
士
も
参
加
。

区
画
整
理
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
や
意
見
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
夏
以
来
久
々
に
、
地
元
共

産
党
後
援
会
と
中
野
事
務
所
が
主

催
す
る
懇
談
会
が
開
か
れ
、
は
じ

め
て
の
方
も
含
め
十
四
名
が
参
加
。

区
画
整
理
の
状
況
や
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
る
実

態
や
、
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が

進
む
中
で
の
生
活
環
境
を
心
配
す

る
声
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
野
議
員
か
ら
は
移
転
補
償
や

久
し
ぶ
り
に
区
画
整
理
懇
談
会 

 

「
い
ま
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
国
民
の
目
線
に
立
っ

て
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
大
切
に

さ
れ
る
連
帯
の
社
会
を
築
く
こ
と

で
す
」
。
参
院
の
代
表
質
問
で
共

産
党
市
田
書
記
局
長
が
首
相
の
政

治
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
「
支

え
合
っ
て
生
き
る
と
い
う
社
会
原

理
で
、
街
も
国
も
つ
く
り
直
し
て

い
く
。
こ
れ
は
憲
法
二
五
条
に
そ

う
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
」
。
市

長
選
に
立
候
補
を
決
意
し
た
窪
田

ゆ
き
よ
し
さ
ん
の
信
念
で
す
▼
額

に
汗
し
て
働
く
勤
労
者
、
働
こ
う

に
も
職
の
な
い
多
く
の
若
者
、
大

変
な
時
代
に
貢
献
し
て
き
た
お
年

寄
り
な
ど
、
圧
倒
的
な
国
民
が

『
負
け
組
』
に
さ
れ
今
の
暮
ら
し

も
将
来
も
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
も
地
方
で
も
政
治
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
▼
「
国
の
決

め
た
こ
と
だ
か
ら
粛
々
と
従
う
」

イ
ラ
ク
戦
争
に
対
す
る
立
場
を
問

わ
れ
た
馬
場
市
長
の
発
言
で
す
。

「
国
と
自
治
体
は
明
治
憲
法
の
よ

う
に
上
下
関
係
で
は
な
い
。
そ
れ

は
憲
法
違
反
だ
、
間
違
い
だ
と
言

う
こ
と
が
自
治
体
の
責
任
」
と
窪

田
さ
ん
。 

四
月
一
七
日
、
市
長
選

の
投
票
日
。
地
方
政
治
の
あ
り
方

も
問
わ
れ
る
選
挙
で
す 

  

 市民の皆さんとの対話では、政治

に対する思いやたくさんの要求が出

されます。こうした私達の活動に

「できもしないのに市民を惑わす」

という宣伝が、与党などからかけら

れます。でも、日野の党市議団はこ

れまでにもミニバス路線の導入や拡

充、日野駅の歩道トンネルなど多くの成果を上げていま

すし、乳幼児医療費助成制度、公立病院への補助などな

ど、私自身も幾つもの要求を実現してきました。また、

地域医療圏の病院の「ベッド数規制の見直し」を都にせ

まり、市立病院の改築のみちを開きました。 

 日本共産党は都議会でも市議会でも、決して議席数は

充分なものではありませんが、常に「住民の皆さんに寄

り添い一緒になってがんばれば道は開ける」というのが

私の確信でもあります。四月には市長選。市民の声を無

視し南部の医療用地を開発業者に売り払い、住環境破壊

の大型マンション乱立の引き金を引いた市政を転換させ

るため、私も力を尽くす決意です。 

 

第１２回 
豊田南地域 

短
信 

 【ミニ・ニュース】 

☆インド洋大津波災害救援募金で、ユニセフから礼状 

 村松みえ子事務所は、１月に駅頭・街頭などで救援募金 

 を訴えました。寄せられた募金をただちに「ユニセフ」 

 に送金したところ、早速礼状が送られてきました。 

☆地元、共産党後援会と中野あきと事務所主催の「新春の 

 つどい」が１月２３日行なわれ約６０名が参加。呼び物 

 のオークションなどが行なわれました。 

☆市長選『日野市民の会』の政策学習会が、１月３０日、 

 市民会館小ホールで行なわれ、中野あきと市議が「財政 

 問題から見た市政」について報告を行ないました。また、  

 市内各地の住民のたたかいなども報告されました。 

  ◇中野あきとの生活相談メモ◇ 

◆区画整理による移転補償に関する相談（豊田南） 

 補償基準を紹介しながら交渉を継続中 

◆区画整理の営業補償に関する相談（日野駅北） 

 市の組合指導係などへの聞き取り、調査中 

◆生活困難に関する相談（２件） 

 生活保護を申請 

◆営業に伴う借金苦に関する相談 

 弁護士と共に対応 

《３月の無料法律相談案内》 

 ３日（木）村松みえ子事務所 午後６時～８時 

１０日（木）市役所６階・共産党控え室 

               午後１時～３時 

※お問い合わせ 村松事務所 ５８２－０５０４ 

        中野事務所 ５９９－３３５０ 

日本共産党では法律事務所の協力を得て、「無料法律相談」 

を毎月 2回行なっています。ご希望の方は予約が必要ですの 

で、お問い合わせください。 

 なお、生活相談等は、随時、議員または事務所で行なっ 

 ています。 


